
教育目標

農業の技術革新や経営環境の変化に対応できる高度な経営管理
方法や先端技術，農村地域のリーダーとしての知識を習得させ，
高い実践力と柔軟な経営感覚を有する本県農業の中核となる担い
手農業者や農村地域の指導者等を目指す人材を育成する。

農業研究科

プロジェクト発表
(２年)

派遣研修中間検討会
（１年）

派遣研修
（１年）

畜産研究科



学生募集要項

１ 修業年数
２年 （希望により学生寮入寮可）

２ 募集人員
農学部 農業研究科 10名 専攻（野菜，花き，茶業，果樹）
畜産学部 畜産研究科 10名 専攻（肉用牛，酪農，養豚）

３ 受験資格
研究部門卒業後，農業関係に従事する見込みがある者又は農業・農村地域の指導者
を目指す者
（１）都道府県農業者研修教育施設養成部門の卒業者（卒業見込み者）又はこれと同等
の学力を有すると認められた者
（２）大学又は短期大学の農業に関する課程を修めた卒業者（卒業見込み者）又はこれ
と同等以上の学力を持つと知事が認めた者

４ 出願書類の受付期間(令和７年度入学生）
A日程：７月５日(金)～８月８日(木)
B日程：１１月１日(金)～11月15日(金)

５ 入学試験科目
（１）筆記試験 ①小論文 ②専攻専門試験
（２）面接試験 個人面接



教育の特徴と具体的取組

１ 専攻に係る高度な農業先端技術の修得
専攻及び専門に係る講義・演習・実習（経営計画演習，研究論文，専攻ゼミ）
①専攻ゼミ
少人数による専攻に関する演習や実習（研修・研究計画，指導実習等）
②派遣研修
試験研究機関や先進経営及び関連業界で１年間滞在しての実習や演習

２ 高度な農業経営管理能力の習得
経営診断・分析，経営計画，企業会計，税務，マーケティング，６次産業化などの講義，
演習を通し，法人経営等に必要な経営管理の知識・技術を習得

３ 地域農業・農村振興方策づくり等の習得
地域振興科目，農村調査関連科目の講義，演習を通し，地域農業・農村振興の方策
づくりの手法等を習得

４ 指導者・リーダーとしての資質向上及び最新農業技術の理解
農業・農村のリーダーとして必要な知識や手法を学び，養成部門の学生に対する指導
の実践。スマート農業等の最先端技術への適応力と考察力の向上



２年間のスケジュール

学年 月 教育内容等

4 主な派遣研修先

5 国・県の試験研究機関

6 先進の農家法人・企業

7 進路先等に関係するインターンシップ

8 農産物加工施設

9 流通事例調査に関係する機関

10 資格取得に関係する機関

11 農業高校（実習助手見習い）

12

1 派遣研修例

2 ①

3 ②

4 ③ 先進農家 先進企業

5 ④ 流通調査

6 ⑤ 農業高校 加工施設 資格取得 ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

7 ・派遣研修とりまとめ　研究論文作成準備

8 夏季休暇

9

10

11

12

1

2

3 自宅学習

１年

２年

・集中講義（農業会計分析論Ⅰ　外４科目）
・経営計画演習
・専攻ゼミ（研修研究計画　外）

【派遣研修】

・集中講義（農業経営計画論Ⅱ　外11科目）
・実習・演習（農村地域活動実習　外２科目）
・研究論文
・専攻ゼミ（指導実習　外）

県試験場

県試験場 国試験場

県試験場

先進農家

　研究論文作成を主目的とし，１年間に亘り，同
一の機関・施設で研修するものや，専攻分野を広
範に学習するため，数か所の機関・施設で研修す
るパターンがある。また，卒業後の進路希望との
関連で，一部にインターンシップを組み入れた
り，資格取得を目的とした研修も考えられる。
　なお，研修先は学生の希望を優先するが，研修
先の都合により希望が叶わないこともありえる。



教育カリキュラム

次ページに続く





ここ数年の研究論文等実績

（平成30年度（第21回）～令和５年度）

年度 賞 学科 氏名 タイトル名

R５ 農林水産経営局長賞（１位） 農業研究科 長野　可奈 県産糖含有珪藻土を利用した持続可能な土壌還元消毒法の確立

R４ 農林水産経営局長賞（１位） 畜産研究科 宮下　楊平 受精卵移植師としての卵巣触診技術の向上

Ｒ３ 特別賞 農学研究科 圓　裕詞 奄美大島における高品質タンカン生産での省力化対策の検討

Ｒ２ 農林水産経営局長賞（１位） 畜産研究科 田畑　一樹 黒毛和種の分娩予測における行動学的アプローチ

R１ 特別賞 農学研究科 蔵治　優希
八重咲きテッポウユリ商品化プロジェクト
　～世界に一つだけの花にかける想い～

Ｈ３０ 農林水産経営局長賞（１位） 畜産研究科伊丹　恵理瑳
母豚における直腸検査の有用性を検討

　～発情周期及び繁殖障害把握による経営改善を目指して～

「全国プロジェクト発表」の実績



１　論文の部
年度 回 賞 学部 学科 学年 氏名 タイトル名

Ｒ３ 32 特別優秀賞 畜産学部 畜産研究科 1 宮下　楊平 2050年型・新和牛生産方式　～農村の原風景と先端技術の融合～

Ｒ２ 31 優秀賞 畜産学部 畜産研究科 2 伊東　隆宏 胚移植技術とスマート農業を融合させた高能力生産の提案

Ｈ３０ 29 優秀賞 畜産学部 畜産研究科 2 市山　泰大 与論島における受精卵移植システム構築の提案　～最南端で最先端の優良子牛の産地育成を！～

Ｈ３０ 29 大賞 畜産学部 畜産研究科 2 伊丹　恵理瑳 日本の養豚業を ”食農産業”として発展させる提言　～日本の養豚に新たな風を～

「ヤンマー学生懸賞論文・作文」の実績

年度 回 賞 学部 学科 学年 氏名 タイトル名

Ｒ３ 32 銅賞 畜産学部 畜産研究科 1 日髙　光星 農業に向き合う人材を育てる　～農業高校の実習教員を目指す夢～

Ｒ２ 31 銅賞 畜産学部 畜産研究科 2 伊東　隆宏
牛つくていあしば，牛つくてい暮らさやりくぬ，互に働ちゅていうちゆよわたら

（牛をつくって遊ぼう，牛をつくって暮らそう，互いに働いて世の中渡ろう)

Ｒ１ 30 金賞 畜産学部 畜産研究科 1 石山　翔平 肉用牛農家となるための責任と覚悟～生命(いのち)ある産業動物を管理するということ～

Ｒ１ 30 銅賞 畜産学部 畜産研究科 1 田畑　一樹 ポジティブ思考に変わるきっかけ～牛飼いの格好良さを教えてくれた友人の問いかけと父のひと言～

Ｒ１ 30 銅賞 農学部 農業研究科 1 堂崎　慶次郎 祖父から父へ　そして父から私へ　～「農」は人と人をつなぐ～

２　作文の部



令和５年度
全国農業大学校等
プロジェクト発表会
研究課程の部

経営局長賞（一席）
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